
 
平成 24 年度認定 

 

 

氏名 菱川 幸夫（ひしかわ ゆきお） 昭和 26 年生 
住所 岐阜県可児市 
分野 春の七草（セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、ホトケノザ、スズナ、スズシロ） 

技術の内容と 
活動状況 

 1.5 ㏊ハウス栽培し、23 万パックを短期集中・大量出荷する栽培・出荷体制を確立。
 スズナ、スズシロは市販種子。他は地元で採取・選抜した系統を自家繁殖し使用。 
 技術の特徴は、発芽特性や温度反応が異なる 7 品目の出荷規格を満たして収穫時期を迎え

るための播種期の設定、発芽から生育初期まで不織布による被覆、無加温パイプハウスに
よる生育促進等を組み合わせた栽培体系を確立。 

 病害虫防除は、雑草除去、べた掛け資材被覆により農薬使用量を最小限に抑制。また、土
づくり・施肥は、堆肥の投入、有機質肥料の割合を増やし従来に比べて農薬・肥料を 30％
以上削減し、県制度である「ぎふクリーン農業」の生産登録を行う。 

 短期間に多量の商品の鮮度を維持して出荷するため、収穫・調製・洗浄・パック詰め作業
を機械化して簡素化。 

 希望農業者には技術開示、また、県農業大学校生の研修の受け入れなど。 

相談・指導に 
応じられる分野 

 春の七草などの栽培技術指導、講習会での講師 
 自園での視察の受け入れ、新規就農を目指す後継者を研修生として受け入れ 
 テレビ等報道機関の取材受け入れ、番組出演 
 その他、個別に相談に応じる 

国・都道府県・ 
中央団体等の 

受賞歴 
 平成 12 年度 第 30 回日本農業賞岐阜県代表ほか 
 平成 26 年度 大日本農会 緑白綬有功章受章 

主な役職 

 令和元年度～ 可児市農業委員 会長
 令和元年度～ 可児市蔬菜振興会 会長 
 令和元年度～ 可児市再生協議会 会長 
 可児市地産地消実行委員会委員 
 平成 28 年 6 月～ JA めぐみの 理事 

最近の活動状況  
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